








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　「等貴」 。 『公卿補任』天文廿年「等祺」 。
12　「圓空」 。 『公卿補任』天文十年「空圓」 。
29　「■」 。 「者」字の上半の残画あり。
68　「左衛門佐」 。より正確には左衛門権佐




96　「前左衛門佐」 。 『歴名土代』従五位下によ と、基豊は、天文十一年二月五日叙爵、六日左兵衛佐。よって「衛門」は「兵衛」とあるべきものか。
98　「土」 。 「土州 のことであろう
99～























と「地下」が網羅的に挙げられている 考えられる。 『公卿補任』からは、現任の公卿 成員を知ることはできるものの、彼らの身分が堂上であるか否かまでは判然とせず、殿上 については、ほとんどわからない。また、 四位・五位の叙 が記録されてい 『歴名土代』からも、記載される各人 身分はわからず、また 彼らの卒年が記される事例が少ないので、ある特定 年における殿上人の成員を知ることは不可能である。よって 本『補略』における殿上人に関するまとまった は、他に類例のない貴重な情報であ と認められよう。　
但し、 「地下」の部分については情報が不完全であると考えられ





























































































































































































孝は、いずれも永禄六年正月五日 それぞれ 位階に叙されている（ 『歴名土代』 、 『公卿補任』 ） 。一方、殿上人、正五位上の
69甘露


































名土代』によ と、大永六年二月二十九日に叙爵、同四年四月二日に従五位上 叙されたとされ、年代的な混乱があるように見える。しかし、本『補略』に親安の位階は従五位下とあるので、彼は少なくとも永禄六年 り以前には従五位上 叙されて なかった。また、殿上人、従五位下の
95園基定は、 『歴名土代』によると




































102 町冬頼（土）103 中御門経弘（土）104 中御門経守（土）
64 小嶋時親82 小嶋雅秀91 時忠（ 弟）109 姉小路済堯110 姉小路 基

























料の記載は、管見の限り今日に至るまで当該分野の研究者には使用されていないようである。そこで次章では、それら 記載について検討を行 た 。三
　






土佐一条家とその周辺については、 一連の『土佐国蠧簡集』 、 『土
佐国古文叢』 、 『南路志』等に示されているように、江戸時代より重厚な研究の蓄積があるが、二十一世紀に入ってから一段と研究が進み、 現在、 我々は、 市村高男編『中世土佐の世界と一条氏』 （高志書院、 二〇一〇年八月）に収められた各論考と、 それらに引用 ・紹介された先行研究から、土佐一条家研究の最先端を知ると同時に、今後の課題についても理解を深め ことが可能となった
***。ま









































































とである。土佐の中御 家につ ては別稿で論じるが、実は、経弘については、既に江戸時代の編纂物において その存在を伝える史料が紹介されていた。即ち、 『土佐国群書類従』巻四十八「伝記部」十『土佐国紀事略編年』天正元年癸酉六月十六日条に、 「一條兼定中納言ニ任ス、時ニ年三十一。町経光・白河富親・中御門経弘・飛鳥井雅量
カズ
等侍従ニ任ス（元亀四年公卿補任、古簡・歴名





















































 ─記録編─』 （三重県史資料叢書４） （三重県編集・発行、平
成二十年八月）が編集されるなど、研究環境はますます整いつつある状況にある。　
さて、永禄六年の『補略』は、北畠一族についても多くの新情
報を含んでいる。そして、それらのうちには 今日に至る で重ねられてきた優れた先行研究に対して少なからぬ影響を与え ものも存在し いる。　
61波岡具永については、 『浪岡町史』第二巻（青森県南津軽郡浪
















活動を物語るものと考えることができる。よって、浪岡を中心とする地域の歴史は、 禄六年の『補略』によ て 部分的 ではあるが書換えが必要となるのではないか、と思われる。　
62具忠（北畠弟）は、田丸具忠のことである。近年の研究
***では、














目に値する。従来、大河内家に分家があるとは知ら なかったよう 思われる。 『歴名土代』から、天文十四年七月廿五日に從五位上に叙された「源房成」の前名が房行である と、天文十一年二月三日に從五位下に叙された源房行 （房成と改名） が 「忠顯子」 であることが知ら 「忠」 を通字に持つ人物としては 一之瀬兵部少輔忠弘」が想起さ この 弘は、 「おそらく、北畠氏滅亡後ながら、天正十三年（一五八五）五月八日付けの無量寺宛て田丸直息判物（ 『無量寺文書』 ）にあ 「一之瀬殿」と同一であるとみられるが、北畠氏の一族である確証は検出しえない」とされる
***。現時点では全くの憶測に留まるが、 「一之瀬殿」が大河内










から 教賢が殿上人であることが確認されたので、藤方家が北畠一族であった可能性は極めて高い。ところで、稲本紀昭氏は、小原国永（桂祐）と藤方桂祐（藤方入道慶由） 、国永の子具就と藤方刑部少輔を、それぞれ同 物と推定し、 「いわば状況証拠に過ぎないが、仮説として提示しておきたい」と述べている（稲本紀昭「北畠国永『年代和歌抄』を読む」
6～
7頁） 。この「仮説」




























ることができた。それ以外にも、 他の 『補略』 の断簡や佚文が 我々がそれと気づいていないだけで、実は容易に閲覧することができる所に存在している、という可能性は十分 あるの はなかろうか。　
なお、本『補略』が収められている「廣橋家旧蔵記録文書典籍






































昭和三十九年七月） 。湯川敏治「 『歴名土代』について」 、上嶋康裕「中世後期の「補任」 「系図」 」 。永禄六年の『補略』 、 『歴名土代』と記載内容の上で密接な関係があり、湯川・上嶋両氏の研究では専らその点について論じられている。*5　



































































































On the Buryaku of the year Eiroku 6 (A.D.1563)
AKASAKA, Tsuneaki
キーワード ： 土佐一条氏、姉小路氏、北畠氏、浪岡氏、補任
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